
 

 

 

 

嶺南教育実践フォーラムにおきましては、多数のご参加ありがとうございました。 

今年度、研究員グループでは、『子供が主体性を発揮できる学校づくり』というテーマのもと、「学級集団 

づくり」や「授業づくり」について、それぞれの経験や専門性を活かした研究に取り組んできました。 

 

 

 

 

 

                                                                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

各研究で実践した「多様性の認め合い」「学びの履歴の尊重」「自分ごととなる課題設定」「子供に委ね

ること」「到達目標の明確化」などの教師の関わり方や手立てによって「子供の主体性」が引き出される

ことを確かめることができました。子供たちの姿に勇気づけられながら、何度も自問自答し、「主体性」

という言葉に向き合い続けた１年でした。 

互いの研究について情報共有する中で、子供が「主体性を発揮している姿」の具体的なイメージが、

固まったり、広がったりしていきました。このイメージは、教員が自分に問い続けることで、磨かれて

いくものだと感じています。同時に、目指す子供像を明確にもちつつも、学校環境や子供の実態に応じ

て適切な指導ができる教員の力量が求められると感じました。 

社会で自分らしく生きる子供たちを支えるために、伴走者として教員の担う役割は大きく、教師自身

が主体性をもって学び続け、実践を重ねることが必要です。私たちの研究が嶺南の先生方のお役に立ち

ましたら嬉しく思います。 

 

研究を進めるにあたり、多くの学校・園、先生方にお世話になりました。本当にありがとうございま

した。  

 

令和３年度 研究のまとめ 

 「子供が主体性を発揮できる学校づくり」 

     ～一人一人の学びを支える伴走者として～ 

子供主体の 

小学校理科授業 

 深く考えたくなる 

道徳授業づくり 
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研究員号 

多様性を認め合える

学級集団作り 

幼小の学びを 

つなぐ授業づくり 

総合的な学習の 

時間の評価 

研究員が定義した【子供の主体性】：自ら課題を発見し、判断して、粘り強く取り組もうとする姿 

ルーブリック、ICT活用 

到達目標の明確化 福井県版ポジティブ教育、 

レジリエンス教育、多様性 

子どもに委ねる効果、 

アウトプットの効果 

幼小接続、スタートカリキュラム、 

幼児期の終わりまでに育ってほしい 

１０の姿、学びの履歴 

テーマ発問、子供とつくる 

ねらいの明確化、 

自分事となる課題設定 

次号より個人のまとめを報告させていただきます。 


